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Ⅰ． 附属ＣＤＲＯＭ取扱説明書 
 

１． はじめに 

 

ＮＤ８０８０のＲＯＭにはＴＫ８０と同じ動作をするＴＫ８０モニタプログラムと、その機能を大幅に拡張したＮＤ８０Ｚモニタ

プログラムが入っていますから、単独で使用しても８０８０やＺ８０のマシン語プログラムのトレーニングには十分活用す

ることができます。 

さらにＮＤ８０８０はＵＳＢ（ＨＩＤ）通信機能を内蔵していますから、ＵＳＢケーブルを使ってＷｉｎｄｏｗｓパソコンに接続し

て、プログラムやデータを送受信することができます。 

そのためにはあらかじめＷｉｎｄｏｗｓパソコンに、送信、受信プログラムを入れておく必要があります。 

ＮＤ８０８０組立キットの附属ＣＤＲＯＭには、送信、受信プログラムのほかにも、８０８０の参考プログラムとしてＮＤ８０

８０を使ったゲームプログラムや、電子オルゴールプログラムとその曲データが入っています。 

またそのほかにもＮＤ８０８０をＵＳＢケーブルでＷｉｎｄｏｗｓパソコンと接続して、パソコンのキーボードからＮＤ８０８０を

リモート操作できる、リモート接続プログラムも入っています。 

ＮＤ８０８０のＲＯＭには、ＴＫ８０モニタプログラムとＮＤ８０Ｚモニタプログラムの他に、昔の８ビットパソコンと同等レベ

ルのＢＡＳＩＣインタプリタプログラムも入っていて、ＮＤ８０８０をＷｉｎｄｏｗｓパソコンとＵＳＢ接続して、リモート接続プログ

ラムによって、ＮＤ８０８０の上でＢＡＳＩＣプログラムを走らせることもできます。 

附属ＣＤＲＯＭには、そのほかに８０８０アセンブラ、Ｚ８０アセンブラ、Ｚ８０逆アセンブラの各プログラムも入っていま

す。 

それらのプログラムは附属ＣＤＲＯＭの「nd8080」フォルダにまとめて入っていますから、最初にＣＤＲＯＭから

「nd8080」フォルダをそのままハードディスクにコピーすることで、いつでもコマンドプロンプトを開いてコマンドを入力する

だけで、簡単に使うことができます。 

 

この説明書では、まず最初に、Ⅰ．ＣＤＲＯＭのコピー で、附属ＣＤＲＯＭから「ｎｄ８０８０」フォルダをハードディスクに

コピーする方法を説明します。 

次に、Ⅱ．ＵＳＢ接続および操作 で、ＮＤ８０８０をＷｉｎｄｏｗｓパソコンとＵＳＢ接続して、プログラムやデータをＳＡＶＥ、

ＬＯＡＤする方法について説明します。 

最後に、Ⅲ．リモート接続プログラムの操作 で、リモート接続プログラムの操作の仕方について説明します。 

 

そのほかのプログラム、ＺＢ３ＢＡＳＩＣインタプリタ、８０８０アセンブラ、Ｚ８０アセンブラ、Ｚ８０逆アセンブラについては、

それぞれの説明書を参照してください。 

 

２． ＣＤＲＯＭの内容 

 

附属ＣＤＲＯＭには、下記の各フォルダがあります。 

 

asm80 

cpp 

ｎｄ８０８０ 

ＮＤ８０８０説明書ＰＤＦ 

picprogram 

 

２．１ asm80 フォルダ 

 

「asm80」フォルダには、さらに以下のサブフォルダがあります。 

 

「８０８０game」サブフォルダ 

 

「ＮＤ８０８０応用プログラム集」に収められているゲームプログラムの各ソースプログラムが入っています。 

またそれらのソースプログラムを８０８０アセンブラ（ＡＳＭ８０．ＣＯＭ）でアセンブルして作成された、バイナリファイル

やリストファイル、ＮＤ８０８０にＬＯＡＤするためのＢＴＫファイルも入っています。 

各ＢＴＫファイルは、使用の便を考えて、「ｎｄ８０８０」フォルダにもコピーしてあります。 

 

「music」サブフォルダ 

 

「ＮＤ８０８０応用プログラム集」に収められている電子オルゴールプログラムのソースプログラムと曲データファイルが

入っています。電子オルゴールプログラムのソースプログラムを８０８０アセンブラ（ＡＳＭ８０．ＣＯＭ）でアセンブルして作

成された、バイナリファイルやＮＤ８０８０にＬＯＡＤするためのＢＴＫファイルも入っています。 
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電子オルゴールプログラムのＢＴＫファイルと曲データファイルは使用の便を考えて、「ｎｄ８０８０」フォルダにもコピーし

てあります。 

［注記］上記の２つのフォルダにあるソースプログラムは、アセンブルして、ＮＤ８０８０にＬＯＡＤできるＢＴＫファイルとして

「ｎｄ８０８０」フォルダに入っていますから、あらためてアセンブルする必要はありません。 

ユーザーが独自の工夫を加えてプログラムを作り変えたり、また一部を利用して新しいプログラムを作るときなどに利

用しやすいように、という考えでソースプログラムをそのまま入れてあります。 

 

「ｎｄ８０８０rom」サブフォルダ 

 

ＮＤ８０８０のモニタＲＯＭに書き込まれている、ＮＤ８０Ｚモニタプログラム、ＺＢ３ＢＡＳＩＣのソースプログラムがありま

す。 

またそれらのソースプログラムを８０８０アセンブラ（ＡＳＭ８０．ＣＯＭ）でアセンブルして作成された、バイナリファイル

やリストファイルも入っています。 

 

［注記］「ｎｄ８０８０」フォルダに入っているプログラムやデータファイルのファイル名には、末尾にバージョンを示す数値や

アルファベットがついていませんが、そのほかのフォルダにあるソースプログラムやデータファイルなどのファイル名には、

末尾にバージョンを示す数値やアルファベットがついています。 

これはファイル名だけでバージョンがわかるようにするためにオリジナルをそのままＣＤＲＯＭにコピーしたためで、ファイ

ル名の末尾に数値、アルファベットがあるものと無いものは、ともに最終バージョンです。 

「asm80」フォルダには、ＮＤ８０８０モニタＲＯＭのアドレス００００にあるＴＫ８０モニタプログラム、アドレス０４００にある

ＴＫ８０モニタプログラムと、それからＴＫ８０モニタ操作説明書記載のサンプルプログラム（ｎ８ｓｏｕｎｄ．ｂｔｋ）の各ソースプ

ログラムが入っています。 

またそれらのソースプログラムを８０８０アセンブラ（ＡＳＭ８０．ＣＯＭ）でアセンブルして作成された、バイナリファイル、

リストファイル、ＢＴＫファイルも入っています。 

ＡＳＭ８０．ＣＯＭは「ｎｄ８０８０」フォルダにありますが、このフォルダにも入れてあります。 

 

２．２ ｃｐｐフォルダ 

 

「cpp」フォルダには、ＵＳＢ（ＨＩＤ）送信プログラムｈｉｄｗｒ8．ｅｘｅ、ＵＳＢ（ＨＩＤ）受信プログラムｈｉｄｒｄ8．ｅｘｅ、Ｚ８０ＢＡＳＩ

Ｃ＋リモート接続プログラム n8ｚｂ３．ｅｘｅの、各ソースプログラムが入っています。 

またそれらのソースプログラムをＢｏｒｌａｎｄ Ｃ＋＋コンパイラＶｅｒｓｉｏｎ５．５でコンパイルして生成された各ファイルも

入っています。 

コンパイル後に作られたｅｘｅファイルは「ｎｄ８０８０」フォルダにもコピーしてあります。 

 

２．３ ｎｄ８０８０フォルダ 

 

「ｎｄ８０８０」フォルダには、ＮＤ８０８０をＵＳＢコネクタでＷｉｎｄｏｗｓパソコンと接続して使う全てのプログラムやデータフ

ァイルが含まれています。 

またＮＤ８０８０の接続を必要としない、アセンブラ、逆アセンブラもこのフォルダに入っています。 

「ｎｄ８０８０」フォルダをそのままハードディスクにコピーして、コマンドプロンプトの作業フォルダをコピー後の「ｎｄ８０８

０」フォルダにすれば、ＮＤ８０８０組立キット附属説明書にある作業は全て、そのコマンドプロンプト上で行うことができま

す。 

 

２．４ ＮＤ８０８０説明書ＰＤＦフォルダ 

 

「ＮＤ８０８０説明書ＰＤＦ」フォルダには、ＮＤ８０８０組立キットの附属説明書全部のＰＤＦファイルがあります。 

Ａｄｏｂｅ Ａｃｒｏｂａｔ ＲｅａｄｅｒなどのＰＤＦ閲覧ソフトウェアで閲覧したり印刷することができます。 

 

２．５ picprogram フォルダ 

 

「ｐｉｃprogram」フォルダには、ＮＤ８０８０のＵＳＢ通信、ＲＳ２３２Ｃ通信を行っている、ＰＩＣ１８Ｆ１４Ｋ５０アセンブラソー

スプログラムがあります。 

またソースプログラムをＭｉｃｒｏｃｈｉｐ社のＭＰＬＡＢ ＩＤＥ ｖ８．４０を使ってアセンブルしてできたファイルも入れてあり

ます。 

 

２．６ ＮＤ８０８０ＲＯＭメモリマップ（参考資料） 

 

「ｎｄ８０８０ｒｏｍ」サブフォルダには、ＮＤ８０８０のＲＯＭを構成するシステムプログラムが機能ごとに収めてあります。 
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各プログラムのＲＯＭ内での配置を以下に示します。 

 
  

 Ｎ８ＭＯＮ０Ｄ、Ｎ８ＭＯＮ４Ｔは００００番地、０４００番地スタートのＴＫ８０モニタです。 

Ｎ８０ＭＯＮ２ＤはＮＤ８０Ｚモニタです。 

Ｎ８ＺＭＯＮ１ＢはＢＡＳＩＣシステムの基本的なサブルーチンです。ＷｉｎｄｏｗｓパソコンのＲＯＭＢＩＯＳに相当します。 

ＣＭＤＴＢＬ１はＢＡＳＩＣシステムコマンドおよびＢＡＳＩＣシステムのマシン語モニタコマンドのテーブルです。 

ＭＥＮＴＲＹ４ＤはＢＡＳＩＣシステムのモニタルーチンです。ＭＳＤＯＳの場合のＭＳＤＯＳ本体に相当します。 

 ＣＭＤＴＢＬ２はＢＡＳＩＣコマンドテーブルです。 

 Ｎ８ＢＡＳ４ＧはＺＢ３ＢＡＳＩＣのメインプログラムとコアなサブルーチンです。 

 Ｎ８ＢＳＢ４Ｌは拡張機能的なＢＡＳＩＣシステムサブルーチンです。 

 Ｎ８ＲＣＶ１Ａは、ＢＡＳＩＣシステムのマシン語モニタコマンドルーチンです。 

 ＭＤＦＬＯ３ＭはＢＡＳＩＣシステムの倍精度浮動小数点演算ルーチンです。 

 

３． 附属プログラムが動作するＷｉｎｄｏｗｓＯＳについて 

 

３．１ ＨＩＤＷＲ８．ＥＸＥ、ＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥ、Ｎ８ＺＢ３．ＥＸＥ 

 

ＵＳＢ接続が必要なため、Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、９８ＳＥ、９８Ｍｅ、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ、Ｗｉｎｄｏｗｓ７には接続し

て実行できますがＷｉｎｄｏｗｓＮＴには接続できません。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７はＨｏｍｅ Ｐｒｅｍｉｕｍ３２ビット版と同じく６４ビット版で動作確認をしました。ＷｉｎｄｏｗｓＸＰはＨｏｍｅ Ｅｄｉｔｉ

ｏｎ（３２ビット）での確認です。ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの６４ビット版は確認していません。 

Ｖｉｓｔａは未確認ですが、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰとＷｉｎｄｏｗｓ７で動作することは確認できていますから、おそらく問題はないと

思います。 

 

３．２ ＡＳＭ８０．ＣＯＭ、ＺＡＳＭ．ＣＯＭ、ＺＤＡＳ．ＣＯＭ 
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１）Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、９８ＳＥ、９８Ｍｅ、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ（３２ビット版）、Ｗｉｎｄｏｗｓ７（３２ビット版）では動作

しますが、１６ビットアプリケーションのため、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ（６４ビット版）、Ｗｉｎｄｏｗｓ７（６４ビット版）では実行することが

できません。 

 

２）Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ（３２ビット）は、コマンドプロンプトを開いたあと、最初に１回だけ下記の操作が必要

です。 

＞ｄｅｂｕｇ［Ｅｎｔｅｒ］  ＤＥＢＵＧコマンドを実行する 

－ｑ［Ｅｎｔｅｒ］      ＤＥＢＵＧコマンドを終了するためにｑ（Ｑｕｉｔ）のイニシャルを入力してから［Ｅｎｔｅｒ］を入力する 

 このようにしないと、実行結果が画面に表示されません。 

 

３）Ｗｉｎｄｏｗｓ７（３２ビット）は、ｄｅｂｕｇコマンドを実行する必要はありませんが、１６ビットアプリケーションを実行すると、

それ以前に画面に表示されていた日本語の表示が？に置き換えられてしまいます。 

 プログラムの実行には影響はありません。 

 

４． ＣＤＲＯＭのコピー 

 

 ＮＤ８０８０キットに付属しているＣＤＲＯＭから、ＮＤ８０８０との接続に必要なプログラムや、ＮＤ８０８０のサンプルプロ

グラムなどをハードディスクにコピーします。 

 

 付属のＣＤＲＯＭをＣＤＲＯＭドライブ（ＤＶＤドライブ）にセットします。ドライブ番号はパソコンのハードウェア構成によっ

て異なりますが、以下の説明ではＤ：にＣＤＲＯＭ（ＤＶＤ）ドライブが割り当てられているものとします。 

 またローカルディスクがＣドライブとして説明をします。 

 

 ＮＤ８０８０をＵＳＢでＷｉｎｄｏｗｓパソコンに接続したり、ＣＤＲＯＭに入っているいろいろなアプリケーションを実行するた

めのプログラムやデータファイルは全て「ｎｄ８０８０」フォルダにありますから、「ｎｄ８０８０」フォルダをフォルダごとＣドライ

ブにコピーします。 

 コピーしたあと、すぐにプログラムが使えるように、準備をします。その準備の仕方はＯＳによって少しずつ異なります。 

 

４．１ Ｗｉｎｄｏｗｓ７の場合 

 

「ｎｄ８０８０」フォルダをローカルディスク（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法でコ

ピーしてください。 

 

操作例： 「スタート」→「コンピュータ」→「ＤＶＤドライブ（Ｄ：）」の順にダブルクリックして開き「ｎｄ８０８０」フォルダを右

クリックしてメニューを開き、「コピー」をクリックします。次に「ローカルディスク（Ｃ：）」を右クリックしてメニューを開き、「貼

り付け」をクリックします。 

 「ローカルディスク（Ｃ：）」に「ｎｄ８０８０」フォルダができたことを確認してください。 

 

 次にコマンドプロンプトをすぐに使えるようにします。ＮＤ８０８０関係のプログラムは一般的なＷｉｎｄｏｗｓプログラムと違

い、コマンドプロンプトで使います。 

 

 「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」の順にマウスで選択し、「コマンドプロンプト」

を右クリックします。 

メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。 

次にデスクトップ（起動後のショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンが無い地の部分にマウスを持っていっ

て、そこで右クリックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 

 デスクトップに「コマンドプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 

 

 デスクトップにできたコマンドプロンプトのアイコンを右クリックします。 

メニューの中の「プロパティ」をクリックします。 

「コマンドプロンプトのプロパティ」の「ショートカット」タブをクリックします。 

「作業フォルダ」を書き換えます。 

初期状態では「%HOMEDRIVE%%HOMEPATH%」になっているはずです。ここを「%HOMEDRIVE%\ｎｄ８０８０」に書き換え

てください（かならず半角で入れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行されませ

ん）。 

 

次に「レイアウト」タブをクリックします。 
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画面バッファのサイズとウィンドウのサイズを、幅（Ｗ）：８０、高さ（Ｈ）：２５に設定してください。 

ウインドウのサイズは、初期状態では幅：８０、高さ：２５になっていますから、変更の必要はないはずですが、確認は

しておいてください。画面バッファサイズの高さは大きい値になっていますから、▼ボタンで２５まで下げてください。 

このとき２５より小さい値まで下げてしまうと、ウインドウのサイズの高さも連動して小さくなってしまいますが、画面バ

ッファのサイズの高さを２５まで上げても、ウインドウのサイズは大きくなりません。それぞれ２５になるように操作してくだ

さい。 

 

最後に「ＯＫ」をクリックします。 

 

 コマンドプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。さきほどと同じようにコマンドプロンプトアイ

コンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名前（コマンドプロンプト）が白抜き文字で表示され

るので、適当な名前に変更します。「ｎｄ８０８０」でよいでしょう（ここは全角でも漢字でも構いません）。 

 

４．２ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合 

 

「ｎｄ８０８０」フォルダをローカルディスク（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法でコ

ピーしてください。 

 

操作例： 「マイコンピュータ」→「Ｄドライブ」の順にダブルクリックして開き「ｎｄ８０８０」フォルダを右クリックしてメニュ

ーを開き、「コピー」をクリックします。次に「マイコンピュータ」をダブルクリックして開き「ローカルディスク」（Ｃ：）を右クリッ

クしてメニューを開き、「貼り付け」をクリックします。 

 「ローカルディスク」（Ｃ：）に「ｎｄ８０８０」フォルダができたことを確認してください。 

 

 次にコマンドプロンプトをすぐに使えるようにします。ＮＤ８０８０関係のプログラムは一般的なＷｉｎｄｏｗｓプログラムと違

い、コマンドプロンプトで使います。 

 

 「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」の順にマウスで選択し、「コマンドプロンプト」

を右クリックします。 

メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。 

次にデスクトップ（起動後のショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンが無い地の部分にマウスを持っていっ

て、そこで右クリックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 

 デスクトップに「コマンドプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 

 

 デスクトップにできたコマンドプロンプトのアイコンを右クリックします。 

メニューの中の「プロパティ」をクリックします。 

「コマンドプロンプトのプロパティ」の「ショートカット」タブをクリックします。 

「作業フォルダ」を書き換えます。 

初期状態では「%HOMEDRIVE%%HOMEPATH%」になっているはずです。ここを「%HOMEDRIVE%\ｎｄ８０８０」に書き換え

てください（かならず半角で入れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行されませ

ん）。 

 

次に「レイアウト」タブをクリックします。 

画面バッファのサイズとウィンドウのサイズを、幅（Ｗ）：８０、高さ（Ｈ）：２５に設定してください。 

ウインドウのサイズは、初期状態では幅：８０、高さ：２５になっていますから、変更の必要はないはずですが、確認は

しておいてください。画面バッファサイズの高さは大きい値になっていますから、▼ボタンで２５まで下げてください。 

このとき２５より小さい値まで下げてしまうと、ウインドウのサイズの高さも連動して小さくなってしまいますが、画面バ

ッファのサイズの高さを２５まで上げても、ウインドウのサイズは大きくなりません。それぞれ２５になるように操作してくだ

さい。 

 

最後に「ＯＫ」をクリックします。 

 

 コマンドプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。さきほどと同じようにコマンドプロンプトアイ

コンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名前（コマンドプロンプト）が白抜き文字で表示され

るので、適当な名前に変更します。「ｎｄ８０８０」でよいでしょう（ここは全角でも漢字でも構いません）。 

 

４．３ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合 

 

 「ｎｄ８０８０」フォルダをローカルディスク（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法で
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コピーしてください。 

 

操作例： 「マイコンピュータ」→「Ｄドライブ」の順にダブルクリックして開き「ｎｄ８０８０」フォルダを右クリックしてメニュ

ーを開き、「コピー」をクリックします。次に「マイコンピュータ」をダブルクリックして開きローカルディスク（Ｃ：）を右クリック

してメニューを開き、「貼り付け」をクリックします。 

ローカルディスク（Ｃ：）に「ｎｄ８０８０」フォルダができたことを確認してください。 

 

 次にコマンドプロンプトをすぐに使えるようにします。ＮＤ８０８０関係のプログラムは一般的なＷｉｎｄｏｗｓプログラムと違

い、コマンドプロンプトで使います。 

 

 「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」の順にマウスで選択し、「コマンドプロンプト」を右クリ

ックします。 

メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。 

次にデスクトップ（起動後のショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンが無い地の部分にマウスを持っていっ

て、そこで右クリックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 

 デスクトップに「コマンドプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 

 

 デスクトップにできたコマンドプロンプトのアイコンを右クリックします。 

メニューの中の「プロパティ」をクリックします。 

「コマンドプロンプトのプロパティ」の「ショートカット」タブをクリックします。 

「作業フォルダ」を書き換えます。 

初期状態では「%HOMEDRIVE%%HOMEPATH%」になっているはずです。ここを「%HOMEDRIVE%\ｎｄ８０８０」に書き換え

てください（かならず半角で入れてください。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行されませ

ん）。 

 

次に「レイアウト」タブをクリックします。 

画面バッファのサイズとウィンドウのサイズを、幅（Ｗ）：８０、高さ（Ｈ）：２５に設定してください。 

ウインドウのサイズは、初期状態では幅：８０、高さ：２５になっていますから、変更の必要はないはずですが、確認は

しておいてください。画面バッファサイズの高さは大きい値になっていますから、▼ボタンで２５まで下げてください。 

このとき２５より小さい値まで下げてしまうと、ウインドウのサイズの高さも連動して小さくなってしまいますが、画面バ

ッファのサイズの高さを２５まで上げても、ウインドウのサイズは大きくなりません。それぞれ２５になるように操作してくだ

さい。 

 

最後に「ＯＫ」をクリックします。 

 

 コマンドプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。さきほどと同じようにコマンドプロンプトアイ

コンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名前（コマンドプロンプト）が白抜き文字で表示され

るので、適当な名前に変更します。「ｎｄ８０８０」でよいでしょう（ここは全角でも漢字でも構いません）。 

 

４．４ Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、ＳＥ、Ｍｅの場合 

 

「ｎｄ８０８０」フォルダをＣドライブ（Ｃ：）にコピーします。コピーの方法はいろいろあります。慣れている方法でコピーし

てください。 

 

操作例：「マイコンピュータ」→「Ｄドライブ」の順にダブルクリックして開き、「ｎｄ８０８０」フォルダを右クリックしてメニュ

ーを開き、「コピー」をクリックします。次にマイコンピュータをダブルクリックして開きＣドライブを右クリックしてメニューを

開き、「貼り付け」をクリックします。 

 Ｃドライブに「ｎｄ８０８０」フォルダができたことを確認してください。 

 

 次にＤＯＳプロンプトをすぐに使えるようにします。ＮＤ８０８０関係のプログラムは一般的なＷｉｎｄｏｗｓプログラムと違い、

ＤＯＳプロンプト（ＤＯＳ窓）で使います。 

 「スタート」→「プログラム」→「ＭＳＤＯＳプロンプト」の順にマウスで選択し、「ＭＳＤＯＳプロンプト」を右クリックします。

メニューが開くのでその中の「コピー」をクリックします。 

次にデスクトップ（起動後のマイコンピュータなどのショートカットアイコンが並んでいる画面）のアイコンなどがない地

の部分にマウスを持っていって、そこで右クリックします。ここでもメニューが開くので「貼り付け」をクリックします。 

 デスクトップに「ＭＳＤＯＳプロンプト」のアイコンができたことを確認してください。 

 

 デスクトップにできたアイコンをマウスで右クリックします。 
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メニューの中の「プロパティ」をクリックします。 

「ＭＳＤＯＳプロンプトのプロパティ」の「プログラム」タブをクリックします。「作業ディレクトリ」を書き換えます。初期状態

では「Ｃ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ」になっているはずです。ここを「Ｃ：￥ｎｄ８０８０」に書き換えてください（かならず半角で入れてく

ださい。半角なら大文字でも小文字でもよいのですが、全角では正しく実行されません）。書き換えたら「ＯＫ」をクリックし

ます。 

 

 最後にＭＳＤＯＳプロンプトアイコンの下に表示されている名前も変更しておきます。 

さきほどと同じようにＭＳＤＯＳプロンプトアイコンを右クリックしてメニューを開き、「名前の変更」をクリックします。名

前（ＭＳＤＯＳプロンプト）が白抜き文字で表示されるので、適当な名前に変更します。「ｎｄ８０８０」でよいでしょう（ここは

全角でも漢字でも構いません）。 
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Ⅱ． USB 接続説明書 
 

１． ＵＳＢケーブルを使ってＮＤ８０８０とＤＯＳ／Ｖパソコンを接続する 

 

ＵＳＢケーブルを使って、ＮＤ８０８０基板のＵＳＢコネクタと、ＤＯＳ／ＶパソコンのＵＳＢコネクタを接続します。 

 

 
 

ケーブルがしっかりとそれぞれのコネクタに入っていることを確認してから、ＮＤ８０８０の電源を入れてください。 

はじめてパソコンに接続したときのみ、ＵＳＢデバイス用のドライバソフトウェアを組み込むためのメッセージが表示さ

れます。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００は自動的にデバイスドライバが組み込まれます。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ９８では「新しいハードウェアの追加ウィザード」が開始されます。 

デバイスドライバが正しく組み込まれると、デバイスマネージャのツリーの中に「ＵＳＢ ヒューマンインターフェイスデ

バイス ＨＩＤ準拠デバイス」として認識され表示されます。 

デバイスマネージャについては ２． ＨＩＤ（ヒューマンインターフェイスデバイス）ドライバの確認 を参照してください。 

接続したときのタイミングで正しく認識されなかった場合には、デバイスドライバの組み込みが打ち切られて、デバイス

マネージャのツリーの ＵＳＢ ヒューマンインターフェイスデバイスの表示に「！」マークがつくか、不明なデバイスの表

示になります。 

そのような場合には、ＮＤ８０８０のリセットキーを押してください。 

ドライバの組み込み作業が最初から行われます。 

 

１．１ Ｗｉｎｄｏｗｓ７の場合 

 

「デバイスドライバソフトウェアをインストールしています」のメッセージが表示され、続いて「ＵＳＢ入力デバイス デバ

イスドライバソフトウェアがインストールされました」と表示され、自動的にＷｉｎｄｏｗｓ標準のＨＩＤドライバが組み込まれま

す。 

 

１．２ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合 

 

「新しいハードウェアがみつかりました ＵＳＢ Device」のメッセージが表示され、続いて「新しいハードウェアがみつか

りました ＵＳＢヒューマンインターフェイスデバイス」の表示に変わり、最後に「新しいハードウェアがインストールされ、

使用準備ができました」と表示され、自動的にＷｉｎｄｏｗｓ標準のＨＩＤドライバが組み込まれます。 

 

１．３ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合 

 

「新しいハードウェアがみつかりました ドライバを検索中」のメッセージが表示され、自動的にＷｉｎｄｏｗｓ標準のＨＩＤド

ライバが組み込まれます。 

 

１．４ Ｗｉｎｄｏｗｓ９８，ＳＥ，Ｍｅの場合 

 

「新しいハードウェアの追加ウィザード」が表示されますから、Ｗｉｎｄｏｗｓ９８システムディスクをＣＤＲＯＭドライブにセ

ットしてください。 

 

「次の新しいドライバを検索しています： 

   ＵＳＢ ヒューマン インターフェイス デバイス」 
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の表示画面が出ますから、「次へ」をクリックします。 

 

 「検索方法を選択してください。」の表示になります。 

「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」を選択して「次へ」をクリックします。 

 

次の画面 

「新しいドライバはハードドライブのドライバデータベースと、次の選択した場所から検索されます…」 

 では「検索場所を指定」のみを選択して（その他にもチェックがついていたら、他はすべてクリックしてチェックを外しま

す）、「検索場所の指定」窓に「Ｄ：Ｗｉｎ９８」と入力して「次へ」をクリックします。 

 

 「次のデバイス用のドライバファイルを検索します 

   ＵＳＢ ヒューマン インターフェイス デバイス」 

と表示されますから、「次へ」をクリックします。 

 

「ＵＳＢ ヒューマン インターフェイス デバイス 

 新しいハードウェアに必要なソフトウェアがインストールされました」 

と表示されるので「完了」をクリックします。 

 

２． ＨＩＤ（ヒューマンインターフェイスデバイス）ドライバの確認 

 

ＵＳＢヒューマンインターフェイスデバイスドライバが正しくインストールされたことは、デバイスマネージャーで確認す

ることができます。 

 

２．１ Ｗｉｎｄｏｗｓ７の場合 

 

 「スタート」から「コントロールパネル」をクリックして開きます。 

 「ハードウェアとサウンド」をクリックします。 

 一番上に表示される「デバイスとプリンタ」の一番右に「デバイスマネージャ」がありますから、それをクリックします。 

ハードウェアツリーが表示されます。 

 その中の「ヒューマンインターフェイスデバイス」の左の三角マークをクリックします。 

 複数のＨＩＤデバイスを接続している場合には、接続されている数だけ、「ＵＳＢ入力デバイス」が表示されます。 

 「ＵＳＢ入力デバイス」を右クリックして「プロパティ」を選択、表示します。 

 「詳細」タプを選択します。 

プロパティの「デバイスの説明」をクリックします。 

 表示されるメニューの中の、「ハードウェア ＩＤ」をクリックします。 

 値（Ｖ）の窓に 

ＵＳＢ￥ＶＩＤ＿２０Ａ０＆ＰＩＤ＿４２２Ｃ＆ＲＥＶ＿０００２ 

 と表示されたデバイスがＮＤ８０８０のＨＩＤインターフェイスです。 

 

［注記］この表示はＮＤ８０８０の電源を切るか、ＵＳＢケーブルの接続を外すと表示されなくなります。この表示はＮＤ８０

８０が電源ＯＮの状態でＵＳＢケーブルで接続されている間だけ表示されます。 

 

２．２ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合 

 

 「スタート」か「マイコンピュータ」から「コントロールパネル」を選択しダブルクリックで開きます。 

 「作業する分野を選びます」という表示になっていたら、その左側の「クラシック表示に切り替える」を左クリックしてアイ

コンの表示に切り替えます。 

 表示されたアイコンの中の「システム」をダブルクリックします。 

 

 表示される「システムのプロパティ」の「ハードウェア」タブを左クリックします。 

 「デバイスマネージャ」ボタンを左クリックします。 

  

 ハードウェアツリーが表示されます。 

 その中の「ヒューマンインターフェイスデバイス」の左の［＋］を左クリックします。 

 複数のＨＩＤデバイスを接続している場合には、接続されている数だけ、「ＵＳＢヒューマンインターフェイスデバイス」が

表示されます。 

 「ＵＳＢヒューマンインターフェイスデバイス」を右クリックして「プロパティ」を選択、表示します。 

 「詳細」タプを選択したとき、 
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 表示されるデバイス情報で、 

ＵＳＢ￥ＶＩＤ＿２０Ａ０＆ＰＩＤ＿４２２Ｃ＆ＲＥＶ＿０００２ 

 と表示されたデバイスがＮＤ８０８０のＨＩＤインターフェイスです。 

 

［注記］この表示はＮＤ８０８０の電源を切るか、ＵＳＢケーブルの接続を外すと表示されなくなります。この表示はＮＤ８０

８０が電源ＯＮの状態でＵＳＢケーブルで接続されている間だけ表示されます。 

 

２．３ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合 

 

「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択しクリックして開きます。 

「システム」アイコンをクリックします。 

 表示される「システムのプロパティ」の「ハードウェア」タブをクリックします。 

 「デバイスマネージャ」ボタンをクリックします。 

  

 ハードウェアツリーが表示されます。 

 その中の「ヒューマンインターフェイスデバイス」の左の［＋］をクリックします。 

 複数のＨＩＤデバイスを接続している場合には、接続されている数だけ、「ＵＳＢヒューマンインターフェイスデバイス」が

表示されます。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００ではデバイスの詳細情報は表示されません。 

ツリーが表示されている状態で、ＮＤ８０８０の電源をＯＦＦにするかＵＳＢケーブル接続を外すと表示されなくなり、接続し

て電源ＯＮにしたときに表示される「ＵＳＢヒューマンインターフェイスデバイス」がＮＤ８０８０のＨＩＤインターフェイスです。 

 

２．４ Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、ＳＥ、ＭＥの場合 

 

「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択しクリックして開きます。 

「システム」アイコンをクリックします。 

「デバイスマネージャ」タブを選択します。 

  

 ハードウェアツリーが表示されます。 

 その中の「ヒューマンインターフェイスデバイス」の左の［＋］をクリックします。 

 複数のＨＩＤデバイスを接続している場合には、接続されている数だけ、「ＵＳＢヒューマンインターフェイスデバイス」が

表示されます。 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、ＳＥ、ＭＥではデバイスの詳細情報は表示されません。 

ツリーが表示されている状態で、ＮＤ８０８０の電源をＯＦＦにするかＵＳＢケーブル接続を外すと表示されなくなり、接続し

て電源ＯＮにしたときに表示される「ＵＳＢヒューマンインターフェイスデバイス」がＮＤ８０８０のＨＩＤインターフェイスです。 

  

２．５ 参考までに 

 

 ＮＤ８０８０のＵＳＢインターフェースは、ＮＤ８０８０に電源を入れないと、Ｗｉｎｄｏｗｓからは認識されません。 

一般的な小型のＵＳＢ機器はＵＳＢケーブル経由でパソコンから電源の供給を受けるものが多いので、そのような機

器ではＵＳＢケーブルでパソコンに接続するだけでＷｉｎｄｏｗｓに認識されます。 

ＮＤ８０８０のＵＳＢインターフェースは、回路の電源をＮＤ８０８０の側から供給されるようにしてあって、ＵＳＢコネクタ

の＋電源ラインは接続してありません。 

ＮＤ８０８０全体の消費電流は約２００～３００ｍＡで、多分この程度ならＵＳＢケーブル経由でも供給は可能かも知れま

せんが、何らかの理由でＮＤ８０８０の消費電流が増大したり、回路がショートしたりしたりすると、最悪の場合、パソコン

のＵＳＢコネクタが機能しなくなったり、パソコン自体が破損してしまうことも無いとはいえません。 

ＮＤ８０８０のＵＳＢインターフェース回路にＵＳＢコネクタの＋電源ラインが接続されていないのは、そういう理由からで

す。 

 

３． ＮＤ８０８０からパソコンにプログラム（データ）を送信する 

 

 以下の操作については、「ＴＫ８０モニタプログラム操作説明書」および「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」の「４章 

プログラム、データのＳＡＶＥ、ＬＯＡＤ」でも説明しています。あわせて参照してください。 

 

 ＮＤ８０８０からパソコンにプログラムやデータを送信したり、逆にパソコンからＮＤ８０８０にプログラムやデータを送信

するには、ＴＫ８０モニタまたはＮＤ８０Ｚモニタの機能を利用するのが便利です。 

 ＵＳＢケーブルを使ってパソコンと接続していても、実際にはそのＵＳＢ通信はＰＩＣ１８Ｆ１４Ｋ５０が行いますから、ＮＤ８

０８０ではＩＮ命令、ＯＵＴ命令を使ってＰＩＣ１８Ｆ１４Ｋ５０との間でデータのやりとりをするプログラムを書けば、パソコンと
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の間でのデータやプログラムの送受信を行うこともできます。 

しかし、単にデータやプログラムをパソコンに保存しておきたい、あるいはパソコンからＮＤ８０８０にデータやプログラ

ムを送りたい、というだけのことでしたら（普通はそういう目的がほとんどのはずです）、ＴＫ８０モニタ、またはＮＤ８０Ｚモ

ニタのＳＡＶＥ（ＳＴＯＲＥ）、ＬＯＡＤの機能を使うのが、最も簡単な方法です。 

 

３．１ パソコンの受信プログラム（ＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥ）を起動する 

 

 ＮＤ８０８０からパソコンにデータやプログラムを送信するには、まずパソコン側の受信プログラム（ＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥ）を

先に実行します。 

 ただしＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥの実行よりも前に、ＵＳＢケーブルでＮＤ８０８０とパソコンを接続し、ＮＤ８０８０の電源を入れて

おく必要があります。 

 

 デスクトップ上のＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）のショートカットをダブルクリックしてコマンドプロンプトを開いてく

ださい。 

 ＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥを実行するには、受信したデータ（プログラム）を保存しておくためのファイルを指定する必要がありま

す。 

 ファイル名の拡張子は任意ですが、８０８０アセンブラ、Ｚ８０アセンブラで作成した、ＮＤ８０８０へ送信するためのファイ

ルにはＢＴＫという拡張子をつけますから、それにあわせて、ＢＴＫという拡張子をつけるようにした方がよいでしょう。 

 ＢＴＫは、Ｂｉｎａｒｙ ｆｉｌｅ ｆｏｒ ＴＫ８０ の意味です。 

 ＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥで指定したファイル名がすでに存在すると、新しいファイルで上書きしてしまいますから注意してくださ

い。 

 

 次のように入力します。 

 大文字でも小文字でもかまいませんが、半角で入力してください。 

 

ＨＩＤＲＤ８ ＴＥＳＴ．ＢＴＫ［Ｅｎｔｅｒ］  ……［Ｅｎｔｅｒ］はＥｎｔｅｒキーのことです 

      ↑スペースを１文字空けてください 

 

ＮＤ８０８０がＵＳＢケーブルでパソコンに接続されていて、ＮＤ８０８０に電源が入っていると、次のように表示されま

す。 

 

送信を開始してください 

 

３．２ ＮＤ８０８０の操作 

 

 パソコン側の表示を確認したら、ＮＤ８０８０の送信を開始します。 

 ＮＤ８０８０のキーを次のように操作します。 

 アドレス８０００から８０ＦＦの範囲のメモリ内容を送信する場合の例です。 

 

（１）ＴＫ８０モニタの操作 

［８］［０］［０］［０］［ＡＤＲＳＳＥＴ］ 

［８］［０］［Ｆ］［Ｆ］［ＳＴＯＲＥ］（キーシールは［＊（Ｉ／Ｏ）］になっています） 

 

（２）ＮＤ８０Ｚモニタの操作 

［８］［０］［０］［０］［ＡＤＲＳＳＥＴ］ 

［８］［０］［Ｆ］［Ｆ］［＊（Ｉ／Ｏ）］［Ｃ ＳＶ］ 

 

３．３ パソコンの表示 

 

 この程度のデータ量ならば瞬時に送信が完了し、パソコンのＤＯＳ窓には、下のように表示されます。 

 

s=8000,e=80ff 

received data 260(104) ｂｙｔｅｓ 

 

ｎｄ８０８０フォルダには、ＴＥＳＴ．ＢＴＫファイルが作成されています。 

  

３．４ エラーメッセージ 
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 ＨＩＤＲＤ８コマンドを入力したときに表示されるエラーメッセージです。 

 

コマンドまたはファイル名が違います 

つづりが間違っているか、全角で入力しているか、またはこのフォルダ（ｎｄ８０８０）にＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥがありません。 

  

ファイル名が指定されていません 

ファイル名をつけないで、ＨＩＤＲＤ８だけを入力すると、このメッセージが表示されます。 

 

ＮＤ８０８０が接続されていないか電源が入っていません 

 接続に問題があります。ＵＳＢケーブルの接続を確認してください。 

 

４． パソコンからＮＤ８０８０にプログラム（データ）を送信する 

 

４．１ ＮＤ８０８０の操作 

 

 操作の手順は ３．の逆になります。 

 今度は先にＮＤ８０８０を操作します。 

 

 ＴＫ８０モニタの受信操作は簡単です。 

ただ［ＬＯＡＤ］キー（キーのシールは［ＲＥＧ］です）を押すだけです。 

 ７セグメントＬＥＤの表示は変わりませんが、キー入力を受け付けなくなりますから、ＬＯＡＤスタンバイであることがわか

ります。 

ＮＤ８０Ｚモニタでは、［＊（Ｉ／Ｏ）］キーに続けて［Ｄ ＬＤ］キーを押します。 

 

４．２ パソコンの送信プログラム（ＨＩＤＷＲ８．ＥＸＥ）を起動する 

 

ＵＳＢケーブルでＮＤ８０８０とパソコンが接続されていることを確認してください。 

 もしまだコマンドプロンプト画面が開いていなければ、デスクトップ上のコマンドプロンプトのショートカットをダブルクリッ

クしてコマンドプロンプト画面を開いてください。 

ＨＩＤＷＲ８．ＥＸＥを実行するには、送信データ（プログラム）がＢＴＫ形式で書かれているファイルが必要です（ＢＴＫ形式

については ３．１ パソコンの受信プログラム（ＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥ）を起動する を参照してください）。 

拡張子はＢＴＫでなくても構いませんが、ファイルの中身はＢＴＫファイルのルールに合ったものでなければ正しく送信

することはできません。 

ＢＴＫファイルは、ＮＤ８０８０から送信して、それをＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥで受信したときに作成されたファイルか、８０８０アセ

ンブラ（ＡＳＭ８０．ＣＯＭ）またはＺ８０アセンブラ（ＺＡＳＭ．ＣＯＭ）で作成した拡張子がＢＴＫのプログラムファイルです。 

 

 次のように入力します。 

 大文字でも小文字でもかまいませんが、半角で入力してください。 

 

ＨＩＤＷＲ８ ＴＥＳＴ．ＢＴＫ［Ｅｎｔｅｒ］  ……［Ｅｎｔｅｒ］はＥｎｔｅｒキーのことです 

      ↑スペースを１文字空けてください 

 

ＮＤ８０８０がＵＳＢケーブルでパソコンに接続されていて、ＮＤ８０８０に電源が入っていると、次のように表示されま

す。 

 

s=8000,e=80ff 

ｓｅｎｄ data 260(=104) ｂｙｔｅｓ 

 

送信はただちに開始されますから、短いプログラム（データ）ならばすぐに送信が完了します。 

 

４．３ エラーメッセージ 

 

 ＨＩＤＷＲ８コマンドを入力したときに表示されるエラーメッセージです。 

 

コマンドまたはファイル名が違います 

つづりが間違っているか、全角で入力しているか、またはこのフォルダ（ｎｄ８０８０）にＨＩＤＷＲ８．ＥＸＥがありません。 

  

ファイル名が指定されていないかファイルがみつかりません 
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ファイル名をつけないで、ＨＩＤＷＲ８だけを入力すると、このメッセージが表示されます。 

 またファイル名を指定していても、そのファイルがこのフォルダ（ｎｄ８０８０）にない場合にもこのメッセージが表示されま

す。 

 

ＮＤ８０８０が接続されていないか電源が入っていません 

 接続に問題があります。ＵＳＢケーブルの接続を確認してください。 
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Ⅲ． ＮＤ８０８０リモートプログラム操作説明書 
                                       

ＵＳＢケーブルを使ってＷｉｎｄｏｗｓパソコンとＮＤ８０８０（ＮＤ８０Ｚモニタ）を接続した状態で、Ｗｉｎｄｏｗｓ上のＤＯＳプロ

ンプト（コマンドプロンプト）で、キー入力操作をすると、それがちょうどＮＤ８０８０の５×５キーから入力したのと同じ感じ

で、ＮＤ８０８０に伝えられ、ＮＤ８０８０からは、ＬＥＤに表示するデータがそのままパソコンに送られてきて、それがＤＯＳ

プロンプト（コマンドプロンプト）画面に表示されます。 

 

このプログラムは当初はｒｅｍｏｔｅ．ｅｘｅとして作成しましたが、その後にＺＢ３ＢＡＳＩＣシステムの一部として組み込み

ました。 

そのため、Ｗｉｎｄｏｗｓパソコンのコマンドプロンプトで実行するプログラムはｒｅｍｏｔｅ．ｅｘｅという名前ではなくて、ｎ８ｚｂ

３．ｅｘｅになっています。 

ここでは、そのｎ８ｚｂ３．ｅｘｅのリモート操作機能についてのみ説明をします。 

ＺＢ３ＢＡＳＩＣインタプリタの起動、操作については、「ＺＢ３ＢＡＳＩＣ操作説明書」を参照してください。 

 

１． 準備 

 

１．１ コマンドプロンプト（ＭＳＤＯＳプロンプト）を開く 

 

 「ＵＳＢ接続説明書」の説明にしたがってデスクトップに作成したコマンドプロンプト（ｎｄ８０８０）アイコンをクリックして、

コマンドプロンプトを開始します。 

 コマンドプロンプト画面に、 

 Ｃ：￥ｎｄ８０８０＞ 

と表示されていることを確認してください。 

  

１．２ ［ＮｕｍＲｏｃｋ］の確認 

 

 パソコンのフルキーボードの右側部分にある数字キーを有効にするために、ＮｕｍＬｏｃｋランプがついていることを確認

してください。 

 ＮｕｍＬｏｃｋが有効になっていると、キーボード右側の数字キーからも数字の入力ができます。 

 もし数字の入力ができない状態でしたら、［ＮｕｍＬｏｃｋ］キーを押してください。 

 ＮｕｍＬｏｃｋランプが点灯し、キーボード右側の数字キーからも入力ができるようになります。 

 

１．３ キー入力モードの確認 

 

 パソコンのキーボードの入力モードが「直接入力」または「半角英数」になっていることを確認してください（「直接入力」

を推奨）。 

 キーボード右上のＣａｐｓＬｏｃｋ表示が消灯していることを確認してください。 

 もしＣａｐｓＬｏｃｋが点灯していたら、［Ｓｈｉｆｔ］キーを押しながら［Ｃａｐｓ Ｌｏｃｋ］キーを押して、ＣａｐｓＬｏｃｋ表示を消灯さ

せてください。 

 

１．４ ＮＤ８０８０とパソコンをＵＳＢケーブルで接続します 

 

 接続については「ＵＳＢ接続説明書」を参照してください。 

 

１．５ ＮＤ８０８０の電源を入れる 

 

ＮＤ８０８０をＮＤ８０Ｚモニタモードで立ち上げます（電源を入れます）。 

電源を入れる前にＤＳ１が下図の状態になっていることを確認してください。 

 
［注意］ＴＫ８０モニタモードではリモート機能を使うことはできません。 

 

２． 起動 
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２．１ ＤＯＳプロンプト（コマンドプロンプト）でＮ８ＺＢ３．ＥＸＥを実行する 

 

コマンドプロンプト画面で、n８ｚｂ３［Ｅｎｔｅｒ］と入力すると、下記のように表示されます。 

 

C:\nd8080>n8zb3[Enter] 

*** ND8080 remote keyin *** 

logfile nd8080log\mmddhhmm.txt open 

 

 ＮＤ８０８０に接続しました 

 

このとき、 

 

ＮＤ８０８０が接続されていないか電源が入っていません 

 

と表示されたら、ＵＳＢ接続がうまく行われていません。 

ＮＤ８０８０のリセットキーを押してから、もう一度、n8zb3.exe を実行してみてください。 

 

２．２ ＮＤ８０８０のリモート機能をＯＮにします ［＊（Ｉ／Ｏ）］［８ ＶＦ］ 

 

 ＮＤ８０８０で、［＊（Ｉ／Ｏ）］キーに続けて［８ ＶＦ］キーを押します。 

 すると、コマンドプロンプト画面に下のように表示されます。 

 

ＮＤ８０８０に接続しました 

0001 0000 - 

 

［注記］上の表示はＮＤ８０８０をリセットまたは電源ＯＮ直後の状態から、リモート機能をＯＮにしたときの表示です。 

リモートＯＮにする前のＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤに表示されていた、アドレス表示部の値＋１が、７セグメントＬＥＤ

と、コマンドプロンプト画面の両方に表示されます。 

 

これ以後、ＮＤ８０８０のキーボードから入力する代わりに、パソコンのフルキーボードから入力するキーコードがＵＳＢ

を介してＮＤ８０８０に送られ、またＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤに表示されると同時に、同じ表示がコマンドプロンプト画

面にも表示されるようになります。 

 

画面に表示される左側の４桁はＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤの左４桁（アドレス表示部）と同じで、右側の４桁は、ＮＤ

８０８０の７セグメントＬＥＤの右４桁（データ表示部）と同じになります。 

その右側の － の右にキーボードから入力するデータが表示されます。 

ＮＤ８０８０のキー入力では、キーから入力されたデータはつねにデータ表示部の一番右に表示され、それ以前に入

力表示されていた１６進数は左に１桁シフトします。キー入力前にデータ表示部の左端に表示されていた１６進数は左シ

フトの結果消えてしまいます。 

リモートキー入力も、このキー入力動作に順じた働きをします。 

フルキーボードから入力された１６進数は、コマンドプロンプト画面の － の右側に表示されると同時にＮＤ８０８０の

７セグメントＬＥＤのデータ表示部にも、同じように表示されます。 

このときＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤの表示は、通常のＮＤ８０８０のキー入力と全く同じように、左シフト表示されま

すが、コマンドプロンプト画面ではシフト表示は行われません。 

コマンドプロンプト画面で － の右に表示されている１６進数のうち最後の４桁が、ＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤのデ

ータ表示部に現在表示されている数字だということを理解しておいてください。 

 

２．３ ログファイルについて 

 

 ｎ８ｚｂ３．ｅｘｅの実行を開始すると、実行中のキー操作や画面表示を記録するためのログファイルがＯＰＥＮされます。 

 ログファイルはｎ８ｚｂ３．ｅｘｅの実行が開始されたときの月日時分を８桁の数値で表現したファイル名で拡張子はＴＸＴ

です。 

 ｎ８ｚｂ３．ｅｘｅがあるフォルダｎｄ８０８０に新しいフォルダｎｄ８０８０ｌｏｇが作られてそこに保存されます。 

 ＴＸＴファイルですから、ｎｏｔｅｐａｄ（メモ帳）などで開くことができます。 

ログファイルはｎ８ｚｂ３．ｅｘｅが正しく終了したときに、保存されます。 

ｎ８ｚｂ３．ｅｘｅを正しく終了するには［Ｃｔｒｌ］キーを押しながら［Ｅ］キーを押します。 

通常強制終了のために使われる［Ｃｔｒｌ］［Ｃ］で終了すると、ログファイルは破棄されます。 
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３． 基本的な操作 

 

３．１ フルキーボードの各キーの機能 

 

（１） ［０］～［９］、［ａ］～［ｆ］はＮＤ８０８０の数値入力キーの［０］～［９］、［Ａ］～［Ｆ］と同じ機能です。 

 

（２） 次のキーはＮＤ８０８０の［Ａ］～［Ｆ］の代わりに使うことができます。 

 

［Ｄｅｌｅｔｅ］は［Ａ］ 

［Ｅｎｄ］は［Ｂ］ 

［ＰａｇｅＤｏｗｎ］は［Ｃ］ 

［Ｉｎｓｅｒｔ］は［Ｄ］ 

［Ｈｏｍｅ］は［Ｅ］ 

［ＰａｇｅＵｐ］は［Ｆ］ 

 

（３） 次のキーはＮＤ８０８０の［ＡＤＲＳＳＥＴ］［ＲＥＡＤＩＮＣ］［ＲＥＡＤＤＥＣ］［ＷＲＩＴＥＩＮＣ］の代わりに使います。 

 

［．］（小数点、ピリオド）は［ＡＤＲＳＳＥＴ］ 

［＋］は［ＲＤＩＮＣ］ 

［－］は［ＲＤＤＥＣ］ 

［Ｅｎｔｅｒ］は［ＷＲＩＮＣ］ 

 

［注記１］ 

［＋］［－］は１６進数を入力後に入力しても有効に機能します。その場合には先に入力された１６進数は捨てられます。 

 

３．２ 操作例 

 

 ［８］［０］［０］［０］［．］と入力してみてください。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E -  

 

のように、ＮＤ８０８０からメモリアドレス８０００の内容が送られてきて画面に表示され、入力待ちになります。 

 このとき、ＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤにも同じように表示されます。 

 ［＋］、［－］キーを入力すると、その度にアドレスがインクリメント、デクリメントしてそのアドレスとメモリ内容が画面に表

示されます。 

 ＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤにも同じ内容が表示されます。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - [RD+] 

8001 3E02 -  

 

 入力待ちの状態で、２桁の１６進数を入力して、［Ｅｎｔｅｒ］を押すと、ちょうどＮＤ８０８０のキーから［ＷＲＩＮＣ］を押したの

と同じ動作が行われて、そのときのメモリアドレスに、その１６進数が書き込まれて、そのあと、次のメモリアドレスと、メモ

リ内容が表示されます。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - [RD+] 

8001 3E02 - 56[WR+]     [5][6][Enter]とキー入力しました 

8002 5632 - 

 

ここで［－］を入力すると［ＲＤＤＥＣ］が押されたのと同じ動作になり、アドレスが－１されて、値が書き換わったことが

確認できます。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - [RD+] 

8001 3E02 - 56[WR+]  
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8002 5632 - [RD-]    [-]キーを入力しました 

8001 3256 - 

 

 キーを入力する度にＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤにも同じ表示が行われていることを確認してください。 

 試しに、［１］［２］［３］［４］［５］［６］［７］［８］とキー入力しながら、１つのキーを押す度にＮＤ８０８０のＬＥＤにどのように表

示されるかを確認してみてください。 

またそのあとで［Ｅｎｔｅｒ］を押して、画面の表示と、ＮＤ８０８０のＬＥＤ表示を比較してみてください。 

さらに［－］キーを入力して、画面の表示とＮＤ８０８０のＬＥＤ表示を比べてみてください。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - [RD+] 

8001 3E02 - 56[WR+]  

8002 5632 - [RD-]    [-]キーを入力しました 

8001 3256 - 12345678[WR+] 

8002 7832 - [RD-] 

8001 3278 - 

 

  いろいろ入力してみて、キー入力とそれが画面とＮＤ８０８０のＬＥＤにどのように表示されるのかを確認することで、リ

モート操作のルールを理解してください。 

 

［注記１］ここまでのキー操作では ３．１ で説明したキー以外は入力できません。［ＢａｃｋＳｐａｃｅ］も入力できません。

入力する数字を間違えたときは［Ｅｎｔｅｒ］を入力する前ならば続けて正しい数値を入力してください。つねに最後に入力

された４桁がＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤの右４桁に表示されていることを確かめてみてください。 

なおここまでのキー操作の状態でリモート接続を終了するために、［Ｃｔｒｌ］［Ｅ］を入力することができます（６．１を参照）。 

 

４． プログラム、データのＳＡＶＥ、ＬＯＡＤ 

 

ＮＤ８０Ｚモニタは［＊（Ｉ／Ｏ）］［Ｃ ｓｖ］と［＊（Ｉ／Ｏ）］［Ｄ ＬＤ］の操作で、プログラム、データをＵＳＢ経由でパソコンの

ハードディスクに保存、読み出しをすることができます（「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」４章 プログラム、データ

のＳＡＶＥ、ＬＯＡＤ を参照してください）。 

ＮＤ８０Ｚモニタの操作では、パソコン側でもＨＩＤＲＤ８．ＥＸＥ、ＨＩＤＷＲ８．ＥＸＥプログラムを実行する必要があります。 

しかしすでにコマンドプロンプトでリモートプログラムを実行中ですから、リモートプログラムの中でＨＩＤＲＤ８、ＨＩＤＷＲ

８と同じような動作ができるようにしてあります。 

 

４．１ プログラム、データのＳＡＶＥ ［／］［ｓ］ファイルネーム 

 

［／］［ｓ］と続けてキー入力したあとファイルネームを入力して、最後に［Ｅｎｔｅｒ］を押すと、その直前にＮＤ８０８０の７セグ

メントＬＥＤのアドレス表示部に表示されていた４桁の値がＳＡＶＥ開始アドレスになり、データ表示部に表示されていた４

桁の値がＳＡＶＥ終了アドレスになって、その開始、終了アドレス情報と、その間のデータが、指定した名前のファイル名

で「ｎｄ８０８０」フォルダにＳＡＶＥされます。 

 

 アドレス８０００～８３ＦＦのメモリ内容を、ＴＥＳＴ．ＢＴＫというファイル名で「ｎｄ８０８０」フォルダに保存する場合の操作

例です。 

 

0001 0000 - 

 

表示はどういう表示でも構いません。上のように７セグメントＬＥＤのアドレス表示部、データ表示部の値と － が画面に

表示されている状態でフルキーボードから下のように入力します。 

 

[8][0][0][0][.]  [8][0]は数字の８、０のキーです。[.]はピリオド、小数点のキーです。[ADRSSET]の代わりに使

います。 

すると、下のように表示されます。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - 

 

アドレス８０００とそのメモリの内容が表示されます。ここでは００３Ｅが表示されていますが、そのときのメモリの内容

によって表示は異なります。 
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続いて終わりのアドレスを入力し、さらにＳＡＶＥコマンド ／ｓ に続いてファイル名を入力し、最後に［Ｅｎｔｅｒ］を入力しま

す。[Enter]は［Ｅｎｔｅｒ］キーです。 

 

[8][0][f][f][/][s][t][e][s][t][.][b][t][k][Enter]   

 

[/]～[k]はフルキーボードの文字キーです。 

－ の表示の後ろには１６進数を入力するためのキーと、そのほかの特殊な機能のためのキー以外の入力はできま

せんが、／の入力後はコマンドとファイル名を入力するために、文字、記号キーが入力できるようになります（ただしその

１行の中に限ります）。 

また入力を訂正するために［ＢａｃｋＳｐａｃｅ］も使えます。 

［ＢａｃｋＳｐａｃｅ］は［Ｅｎｔｅｒ］入力前ならばいつでも有効ですが ／ｓ を消すことはできません。 

／ｓ の入力をキャンセルしたいときは、［Ｃｔｒｌ］を押しながら［Ｂ］キーを押すと、改行して － だけが表示されますが、

数字キーや［＋］［－］キーなどが入力できる、通常のリモート接続状態に戻っています。 

 

／ｓ とファイルネームとの間にスペースを入力することもできます。 

この例のように少ないデータ量のときはほとんど瞬時にファイルＳＡＶＥが完了し、下のように表示されます。 

 

8000 003E - 80ff/s test.btk [SAVE] test.btk 

save end 

8000 80FF - 

 

４．２ プログラム、データのＬＯＡＤ ［／］［ｌ］ファイルネーム 

 

 上でＳＡＶＥしたＴＥＳＴ．ＢＴＫをＮＤ８０８０にＬＯＡＤする場合の操作例です。 

 

0001 0000 - 

 

表示はどういう表示でも構いません。上のように７セグメントＬＥＤのアドレス表示部、データ表示部の値と － が表示さ

れている状態でフルキーボードから下のように入力します。 

 

[/][ｌ][t][e][s][t][.][b][t][k][Enter] 

 

［ｌ］は［Ｌ］キーです。／ｌ とファイルネームとの間にスペースを入力することもできます。 

入力を訂正するために［ＢａｃｋＳｐａｃｅ］も使えます。 

［ＢａｃｋＳｐａｃｅ］は［Ｅｎｔｅｒ］入力前ならばいつでも有効ですが ／ｌ を消すことはできません。 

／ｌ の入力をキャンセルしたいときは、［Ｃｔｒｌ］を押しながら［Ｂ］キーを押すと、改行して － だけが表示されますが、

数字キーや［＋］［－］キーなどが入力できる、通常のリモート接続状態に戻っています。 

 

ファイルのデータがＮＤ８０８０に送信されたあと、下のように表示されます。 

 

0001 0000 - /l test.btk [LOAD] test.btk 

send data 260(=104) bytes 

8000 80FF - 

 

［注記］ＮＤ８０８０に送ることのできるファイルは、ＢＴＫ形式のファイルです。拡張子はＢＴＫである必要はありませんが、

バイナリファイルで、かつ先頭に開始アドレスと終了アドレス４バイトが必要です。 

 

５． ＲＳ２３２Ｃ通信機能 

 

ＮＤ８０Ｚモニタは［＊（Ｉ／Ｏ）］［２ ｓｏ］、［＊（Ｉ／Ｏ）］［３ ＳＩ］の操作で、プログラム、データをＲＳ２３２Ｃ通信で送信、

受信することができます（「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」４章 プログラム、データのＳＡＶＥ、ＬＯＡＤ を参照し

てください）。 

リモート接続でも同じことができますが、［＊（Ｉ／Ｏ）］［２ ｓｏ］、［＊（Ｉ／Ｏ）］［３ ＳＩ］とキー操作をする代りに、［／］［ｓ］、

［／］［ｌ］を使います。 

 

５．１ プログラム、データの送信 ［／］［ｓ］ 
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 アドレス８０００～８３ＦＦのメモリ内容を、ＲＳ２３２Ｃで送信する場合の操作例です。 

 

0001 0000 - 

 

表示はどういう表示でも構いません。上のように７セグメントＬＥＤのアドレス表示部、データ表示部の値と － が表示さ

れている状態でフルキーボードから下のように入力します。 

 

[8][0][0][0][.]  [8][0]は数字の８、０のキーです。[.]はピリオド、小数点のキーです。[ADRSSET]の代わりに使

います。 

すると、下のように表示されます。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - 

 

アドレス８０００とそのメモリの内容が表示されます。ここでは００３Ｅが表示されていますが、そのときのメモリの内容

によって表示は異なります。 

 

続いて終わりのアドレスを入力し、さらに送信コマンド ／ｓ を入力し、最後に［Ｅｎｔｅｒ］を入力します。[Enter]は［Ｅｎｔ

ｅｒ］キーです。／ｓに続いてファイル名を入力するとファイルＳＡＶＥコマンドになりますが、ファイル名をつけずに／ｓのみ

で［Ｅｎｔｅｒ］キーを入力すると、ＲＳ２３２Ｃ送信コマンドになります。 

 

[8][0][f][f][/][s] [Enter]   

 

この例のように少ないデータ量のときはほとんど瞬時にＲＳ２３２Ｃ送信が完了し、下のように表示されます。 

 

8000 003E - 80ff/s 

rs232c out 

8000 80FF - 

 

５．２ プログラム、データの受信 ［／］［ｌ］ 

 

 ＲＳ２３２Ｃ受信は、ＢＴＫファイルのように先頭にアドレス情報がついていない、普通のバイナリデータを受信しますか

ら、受信したデータをメモリに書き込むための開始アドレスを指定する必要があります。ここではアドレス８０００から書き

込むことにします。 

 

0001 0000 - 

 

表示はどういう表示でも構いません。上のように７セグメントＬＥＤのアドレス表示部、データ表示部の値と － が表示

されている状態でフルキーボードから下のように入力します。 

 

[8][0][0][0][.]  [8][0]は数字の８、０のキーです。[.]はピリオド、小数点のキーです。[ADRSSET]の代わりに使

います。 

すると、下のように表示されます。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - 

 

アドレス８０００とそのメモリの内容が表示されます。ここでは００３Ｅが表示されていますが、そのときのメモリの内容

によって表示は異なります。このあと、次のように入力します。 

 

[/][ｌ] [Enter] 

 

［ｌ］は［Ｌ］キーです。／ｌ に続いてファイル名を入力するとファイルＬＯＡＤコマンドになりますが、ファイル名をつけずに

／ｌ のみで［Ｅｎｔｅｒ］キーを入力すると、ＲＳ２３２Ｃ受信コマンドになります。 

下のように表示されます。 

 

8000 003E - /l 

rs232c in 
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ここで受信スタンバイになりますから、相手側装置から送信を開始します。 

ＲＳ２３２Ｃ受信では、通常のバイナリコードデータを受信しますから、特定のエンドコードで受信を終了することができ

ません。 

受信動作はエンドレスになります。 

受信中はコマンドプロンプトには何も表示されませんが、ＮＤ８０８０の７セグメントＬＥＤには、データ表示部に受信中

のデータの格納アドレスがモニタ表示されます。 

ＲＳ２３２Ｃ受信を終了するためには、一度リモート接続を終了して、ＮＤ８０８０もリセットする必要があります。 

次の「リモート接続プログラムの終了」を参照してください。 

 

６． その他のキー操作 

 

６．１ リモート接続プログラムの終了 ［Ｃｔｒｌ］［ｅ］ 

 

リモート接続を終了するには、［Ｃｔｒｌ］キーを押しながら［ｅ］キーを押します。 

このキー操作でコマンドプロンプトで実行していたリモート接続プログラムは終了して、ログファイルも閉じられます。 

通常はリモート接続プログラムの終了と同時に、ＮＤ８０８０もリセットされて、リモート接続前の初期状態になりますが、

ＲＳ２３２Ｃ受信の実行後や、ユーザープログラムを実行中などに［Ｃｔｒｌ］［ｅ］でリモート接続プログラムを終了しても、ＮＤ

８０８０はリセットされずに残っていますから、ＮＤ８０８０ボード上の［ＭＯＮ］キーを押して、ＮＤ８０８０もリセットしてくださ

い。 

 

６．２ リモート接続プログラムの強制終了 ［Ｃｔｒｌ］［ｃ］ 

 

リモート接続プログラムを終了するときは、［Ｃｔｒｌ］［ｅ］のキー操作をしますが、リモート接続の状態によっては、ハング

アップ状態になっていて、［Ｃｔｒｌ］［ｅ］では終了できない場合があります。 

そのようなときは、［Ｃｔｒｌ］キーを押しながら［ｃ］キーを押します。 

［Ｃｔｒｌ］［ｃ］でリモート接続プログラムを強制終了した場合には、ＮＤ８０８０はリセットされませんから、ＮＤ８０８０ボード

上の［ＭＯＮ］キーを押して、ＮＤ８０８０もリセットしてください。 

 

［注記１］［Ｃｔｒｌ］［ｃ］でリモート接続プログラムを強制終了した場合には、ログファイルは保存されません。 

［注記２］［Ｃｔｒｌ］［ｃ］でもリモート接続プログラムを強制終了できない場合には、コマンドプロンプト表示窓の右上の［Ｘ］ボ

タンを押してコマンドプロンプトを終了してください。この場合にもログファイルは保存されません。 

 

６．３ プログラムの実行 ［ｒ］ 

 

 リモート接続をしない状態で、ＮＤ８０８０でプログラムを実行するときは、実行を開始するアドレスを数値キーと［ＡＤＲＳ

ＳＥＴ］キーで指定してから、［ＲＵＮ］キーを押します。 

 たとえば８０００番地から始まるプログラムを実行するには、［８］［０］［０］［０］［ＡＤＲＳＳＥＴ］［ＲＵＮ］というようにキーを

押します。 

 リモート接続でも、その通りのキー操作をすることで、任意のアドレスからプログラムを実行することができます。 

 

 リモート接続での操作例です。 

 

0001 0000 - 

 

表示はどういう表示でも構いません。上のように７セグメントＬＥＤのアドレス表示部、データ表示部の値と － が表示さ

れている状態でフルキーボードから下のように入力します。 

 

[8][0][0][0][.]  [8][0]は数字の８、０のキーです。[.]はピリオド、小数点のキーです。[ADRSSET]の代わりに使

います。 

すると、下のように表示されます。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - 

 

アドレス８０００とそのメモリの内容が表示されます。ここでは００３Ｅが表示されていますが、そのときのメモリの内容

によって表示は異なります。 
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このあと、［ｒ］キーを押すと、下のように表示されて、ＮＤ８０８０は指定したアドレスから、プログラムを実行します。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - r [RUN] 

 

［注記１］たとえばプログラムのＳＡＶＥ、ＬＯＡＤ操作などで、すでに７セグメントＬＥＤのアドレス表示部に、プログラムを開

始したいアドレスが表示されている状態のときには、あらためて上記例の操作をしてアドレスをセットし直す必要はありま

せん。 

［注記２］ユーザープログラムがエンドレスでモニタプログラムに戻ってこない場合には、パソコンのキーボードからの入

力はできますが、それをＮＤ８０８０にリモート操作で反映させることはできません。 

リモート接続を打ち切るために ６．２ で説明した［Ｃｔｒｌ］［ｃ］による強制終了の操作をしてください。ログファイルは失

われます。ＮＤ８０８０は［ＭＯＮ］を押してリセットしてください。 

［注記３］ユーザープログラムを終了したあとでも、リモート接続を継続していたい場合には、ユーザープログラムの最後

にＦＦコードを書いてください（次の ６．４ を参照）。 

 

６．４ リモート接続でのユーザープログラムの終了 

 

 ユーザープログラムを終了して、モニタプログラムに戻ったあとも、引き続きリモート接続での操作を継続したい場合に

は、プログラムの最後にＦＦコード（ＲＳＴ７命令）を書いてください。 

 ＮＤ８０Ｚモニタでは、ユーザープログラムの実行中にＦＦコードが実行されると、ブレイク動作になります。 

 ブレイク動作の詳細は、「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」の２章２．を参照してください。 

 

 リモート接続での簡単なプログラムの実行例です。下のプログラムはメモリに書き込み済みであることとします。このプ

ログラムはＡレジスタに５０を入れたあとブレイクします。意味の無いプログラムですが最も簡単なプログラム例です。 

 

８０００ ３Ｅ５０ ＭＶＩ Ａ，５０ 

８００２ ＦＦ   ＲＳＴ ７ 

 

［８］［０］［０］［０］［．］［ｒ］で実行開始すると、すぐにブレイクします。実際のログファイルです。 

  

logfile nd8080log\04241439.txt open 

 

ＮＤ８０８０に接続しました 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003E - r [RUN] 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

5002 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

[RD+] 

8004 0206 -  

 

ブレイクすると、レジスタ内容が表示されキー入力待ちになります。このときは［＋］［－］の入力が無難です。 

ここでは［＋］キーを入力しています。 

 

［注記］ＮＤ８０８０用ＺＢ３ＢＡＳＩＣに含まれるリモートプログラムは、もとはＺ８０ＣＰＵ用に開発したものをＮＤ８０８０用に

書き換えたものです。もとのＺＢ３用プログラムとの整合性を保つためにレジスタダンプはＺ８０のレジスタも含めて表示し

ていますが、もちろんそれらのレジスタの表示は８０８０ＣＰＵでは意味の無いものです。 

 

６．５ リターン（Ｃｏｎｔｉｎｕｅ）キー ［ｎ］ 

 

 ＮＤ８０Ｚモニタでユーザープログラムの実行を開始するには、通常は［ＲＵＮ］キーを使いますが、［ＣＯＮＴ］キーでもユ

ーザープログラムを実行することができます。［ＣＯＮＴ］キーはブレイク後のプログラムをブレイクしたときのレジスタの状

態をそのまま維持して、ブレイクしたところからプログラムを再開するときに使います。 

 リモート接続で［ＣＯＮＴ］キーと同じ操作をさせるには［ｎ］キーを使います。 

 

 簡単な操作例です。上のプログラムを少し変形しました。操作例を説明するための変則的なプログラムです。 

 下のようにプログラムが書き込み済みであることとします。 

 

８０００ ３Ｃ     ＩＮＲ Ａ 
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８００１ ＦＦ     ＲＳＴ ７ 

８００２ Ｃ３００８０ ＪＭＰ ＄８０００ 

 

 ８０００からプログラムを開始すると、すぐにブレイクします。 

 ［ｎ］を入力するたびにプログラムが実行され、再びブレイクします。 

 ブレイクするたびにＡレジスタの値が加算されていきます。 

 

8005 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 003C - r [RUN] 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

5102 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

n [CONT] 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

5202 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 FF5F 00000010 00 

n [CONT] 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

5302 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 FF5A 00000010 00 

n [CONT] 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

5402 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 FF67 00000010 00 

^E 

0000 00C3 -  

リモート接続を終了しました 

logfile closed at Sun Apr 24 15:00:42 2016 

 

６．６ Ｉ／Ｏ出力 ［／］［ｏ］ 

 

ＮＤ８０Ｚモニタでは［ＡＤＲＳＳＥＴ］キーでＩ／Ｏアドレスを指定し、８ビットの出力データをセットしてから、［＊（Ｉ／Ｏ］［Ｅ 

ｏｕｔ］と操作することで、Ｉ／Ｏアドレスにデータを出力することができます（「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」３章 Ｉ

／Ｏモード を参照してください）。 

リモート接続では、アドレス、データをセットしたあと、［／］［ｏ］と操作します。［ｏ］はｏｕｔの［ｏ］キーです。 

ＮＤ８０８０のボード上に実装している８２Ｃ５５のコントロールアドレス８３にコントロールワード８０（全ポート出力）を出

力するには、下のように操作します。 

 

［８］［３］［．］［８］［０］［／］［ｏ］      [.]はピリオド、小数点のキーです。[ADRSSET]の代わりに使います。 

 

Ｉ／Ｏアドレスは８ビットですから、１６進数４桁のうち下位２桁を指定するだけで構いません。上位２桁は無視されま

す。 

［注意］データをセットしたあと、［Ｅｎｔｅｒ］を押さないように注意してください。［Ｅｎｔｅｒ］を押すと、Ｉ／Ｏアドレスではなくて、

メモリに書き込みが行われてしまいます。 

 

実際の操作例は次の ６．７ Ｉ／Ｏ入力 のところで説明します。 

 

６．７ Ｉ／Ｏ入力 ［／］［ｉ］ 

 

ＮＤ８０Ｚモニタでは［ＡＤＲＳＳＥＴ］キーでＩ／Ｏアドレスを指定したあと、［＊（Ｉ／Ｏ］［Ｆ ｉｎ］と操作することで、Ｉ／Ｏアド

レスからデータを入力することができます（「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」３章 Ｉ／Ｏモード を参照してくださ

い）。 

リモート接続では、アドレス、データをセットしたあと、［／］［ｉ］と操作します。［ｉ］はｉｎの［ｉ］キーです。 

ＮＤ８０８０のボード上に実装している８２Ｃ５５のＣポート（Ｉ／Ｏアドレス８２）からデータを入力するには、下のように操

作します。 

 

［８］［２］［．］［／］［ｉ］      [.]はピリオド、小数点のキーです。[ADRSSET]の代わりに使います。 

 

Ｉ／Ｏアドレスは８ビットですから、１６進数４桁のうち下位２桁を指定するだけで構いません。上位２桁は無視されま

す。 

 

実際の操作をしたときのログファイルです。 
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0001 0000 - 83[ADRSSET] 

0083 8301 - 80/o[OUT] 

0083 0180 - 82[ADRSSET] 

8082 8222 - 12/o[OUT] ① 

8082 2212 - [RD+]   ②      

8083 123B - [RD-]   ③ 

8082 3B22 - /i[IN]   ④ 

8082 3B12 - 34/o[OUT] ⑤ 

8082 1234 - [RD+]   ⑥ 

8083 343B - [RD-]   ⑦ 

8082 3B22 - /i[IN]   ⑧ 

8082 3B34 -       ⑨ 

 

①で［１］［２］［／］［ｏ］と操作した結果Ｉ／Ｏアドレス８２（８２Ｃ５５のＣポート）にデータ１２が出力され、その次の②のよ

うに表示されます。メモリアドレス８０８２に１２が書き込まれたように見えますが、［Ｅｎｔｅｒ］（ＷＲＩＮＣ）によるメモリ書き込

みでは、書き込み後にアドレスがインクリメントされます。 

ここでは／ｏ実行後もアドレスが変化していないことに注目してください。 

メモリ内容が変化していないことをはっきりさせるために、②③の操作をしてみました。 

８０８２の内容は２２のままで変化していないことが確認できます（①と④）。 

④では／ｉを実行しています。アドレス８２に対するＩ／Ｏ入力コマンドの実行です。 

その結果は⑤に表示されています。 

①で実行したアドレス８２へＯＵＴした値が読み出されています。 

８２Ｃ５５は、出力に設定したポートに対してＩＮ命令を実行すると、それ以前にＯＵＴ命令によって出力にラッチされて

いる値がそのまま読み出されます。 

⑤ではその表示に対してこんどは３４をＯＵＴしています。 

さきほどと同様に、メモリに書き込んでいないことを確認するために、⑥⑦の操作をしています。 

なお［ＲＤ＋］［ＲＤ－］は、Ｉ／Ｏ動作の説明のために行っているだけですから、このような操作が必要ということではあ

りません。 

⑧でアドレス８２に対してＩＮ命令を実行して、その結果が⑨に表示されています。 

 

６．８ Ｍｏｖｅ Ｍｅｍｏｒｙ ［／］［ｍ］ 

 

ＮＤ８０Ｚモニタでは［＊（Ｉ／Ｏ）］［９ ＭＶ］の操作で、指定したメモリ範囲のデータをそのまま別のアドレスにコピーする

ことができます。 

リモート接続では同じ機能を、［／］［ｍ］と入力することで行うことができます。 

アドレス８０００～８０ＦＦの範囲のデータをアドレス９０００からのメモリにコピーする場合の操作例です。 

 

0001 0000 - 8000[ADRSSET]    ① 

8000 003C - 80ff/m[MOVE MEMORY] ② 

for... 9000[WR+]   ③ 

9000 90FF -      ④ 

 

①まずコピー元の先頭アドレスをセットします。ここでは［８］［０］［０］［０］［．］と入力しています。 

②続いてコピーの終わりのアドレスを入力してから、／ｍを入力します。［８］［０］［ｆ］［ｆ］［／］［ｍ］と入力しています。 

③すると、ｆｏｒ．．． と表示されますから、コピー先の先頭アドレスを入力してから、［Ｅｎｔｅｒ］を入力します。 

④コピーが行われて、コピー先の先頭アドレスと終了アドレスが表示されます。 

［注記］ＮＤ８０８０のキー操作［＊（Ｉ／Ｏ）］［９ ＭＶ］で、コピー元の開始アドレス＞終了アドレスという値を指定すると７セ

グメントＬＥＤにＥｒｒｏｒ．．．と表示されますが、リモート接続ではそのような値を設定してもエラーにはなりません。 

 しかしコピー動作は行われず、コピー開始アドレス＋１のアドレスが表示されて、動作は終了します。 

Ｍｏｖｅ Ｍｅｍｏｒｙの詳細については、「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」６章 を参照してください。 

 

６．９ Ｍｅｍｏｒｙ Ｄｕｍｐ ［／］［ｄ］ 

 

指定メモリ範囲のデータを１６進数とＡＳＣＩＩコードで表示します。 

アドレス８０００～８０５６の範囲のデータをメモリダンプする場合の操作例です。 

 

9000 90FF - 8000[ADRSSET]  ① 
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8000 003C - 8056/d[MEMORY DUMP]  ② 

8000  3C FF C3 00 80 21 00 81 3A FD AB 4F 7E FE FF CA  <.ﾃ..!..:.ｫO~..ﾊ 

8010  FC DF 5A 00 00 49 24 00 00 00 04 00 FC DF 41 23  .ﾟZ..I$......ﾟA# 

8020  00 49 24 00 28 00 08 00 0A 00 0D 84 F0 0C 00 9A  .I$.(........... 

8030  FA 00 00 98 FA 0A 00 0D 10 14 00 18 81 22 61 3D  ............."a= 

8040  22 3B F0 0C 00 2C 22 73 71 72 3D 22 3B DE 28 F0  ";...,"sqr=";ﾞ(. 

8050  0C 00 29 0D 1B 1E 00 05 85 F0 0C 00 0D 08 28 00  ..)...........(. 

[RD+]   ③ 

8001 56FF -  

 

①まずメモリダンプの開始アドレスをセットします。ここでは［８］［０］［０］［０］［．］と入力しています。 

②続いて終わりのアドレスを入力してから、／ｄを入力します。［８］［０］［５］［６］［／］［ｄ］と入力しています。 

③メモリダンプが終了したあとは改行されるだけで何も表示は出ませんが、通常のキー入力ができます。 

［＋］［－］を入力するのが無難です。ここでは［＋］を入力しています。 

 

［注記］メモリダンプは１行１６バイト単位で表示が行われます。 

 

７． レジスタモード 

 

 ＮＤ８０Ｚモニタでは［ＲＥＧ］キーに続けて数値キーを入力することで、Ｚ８０ＣＰＵのレジスタの値を表示させたり、書き

換えたりすることができます。 

リモート接続でも同じ操作を行うことができます。 

 

７．１ レジスタモードの開始 ［／］［ｒ］ 

 

／ｒ と入力するとレジスタモードになります。 

レジスタモードではＣＰＵレジスタの値を保存しているレジスタバッファの値を［＋］キー、［－］キーで表示させたり、［Ｅ

ｎｔｅｒ］キーで値を書き換えることができます。 

 

8001 56FF - /r 

*** REGISTER mode entry *** 

[ AF ] FFEA 0000 -  

 

レジスタモードにエントリすると、最初に［ＡＦ］レジスタが表示されます。 

レジスタ名の表示の後ろにある４桁の１６進数は、そのレジスタペアの値が格納されているメモリアドレスです。 

その次の４桁の１６進数がレジスタペアの現在の値です。リセット直後はＳＰ（スタックポインタ）とＩレジスタ、Ｒレジスタ

以外のレジスタバッファの値は全て００になっています。 

 

[ AF ] FFEA 0000 - [RD+] 

[ BC ] FFE8 0000 - [RD+] 

[ DE ] FFE6 0000 - [RD+] 

[ HL ] FFE4 0000 - [RD+] 

[ SP ] FFE2 F800 - [RD-] 

[ HL ] FFE4 0000 - [RD-] 

[ DE ] FFE6 0000 - 1234[WR+] 

[ HL ] FFE4 0000 - [RD-] 

[ DE ] FFE6 1234 -  

 

 ［＋］キーと［－］キーでレジスタバッファを順に表示させることができます。 

 ［ＤＥ］レジスタの表示のところで、［１］［２］［３］［４］［Ｅｎｔｅｒ］と入力して、ＤＥレジスタバッファの値を書き換えてみまし

た。 

 そのあと［－］キーでＤＥレジスタバッファの値が１２３４に書き換えられたことを確認しています。 

 参考までに［＋］キーを使って全てのレジスタバッファを順に表示させてみました。 

 

[ DE ] FFE6 1234 - [RD+] 

[ HL ] FFE4 0000 - [RD+] 

[ SP ] FFE2 F800 - [RD+] 

[ PC ] FFE0 0000 - [RD+] 
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[ IX ] FFDE 0000 - [RD+] 

[ IY ] FFDC 0000 - [RD+] 

[ AF'] FFDA 0000 - [RD+] 

[ BC'] FFD8 0000 - [RD+] 

[ DE'] FFD6 0000 - [RD+] 

[ HL'] FFD4 0000 - [RD+] 

[ IR ] FFD2 0000 - [RD+] 

[ brA] FFF0 0000 - [RD+] 

[ brC] FFF2 0000 - [RD+] 

[ AF ] FFEA 0000 -  

 

［注記］ＮＤ８０８０用ＺＢ３ＢＡＳＩＣに含まれるリモートプログラムは、もとはＺ８０ＣＰＵ用に開発したものをＮＤ８０８０用に

書き換えたものです。もとのＺＢ３用プログラムとの整合性を保つためにＺ８０のレジスタも含めて表示されますが、もちろ

んそれらのレジスタの表示は８０８０ＣＰＵでは意味の無いものです。 

 

７．２ レジスタバッファの個別指定 

 

 レジスタモードでは［／］キーに続けてレジスタペアを示すアルファベットを入力することで、レジスタペアを個別に指定

して表示させることができます。 

 たとえば［／］キーに続いて［ｄ］キーを入力すると、ＤＥのレジスタバッファが表示されます。 

／ｄは通常モードではメモリダンプになりますが、レジスタモードでは、レジスタペアＤＥを示します。 

レジスタバッファを個別に指定している例です。 

 

[ AF ] FFEA 0000 - [RD+] 

[ BC ] FFE8 0000 - [RD+] 

[ DE ] FFE6 1234 - [RD+] 

[ HL ] FFE4 0000 - [RD+] 

[ SP ] FFE2 F800 - /a 

[ AF ] FFEA 0000 - /d 

[ DE ] FFE6 1234 - /b 

[ BC ] FFE8 0000 - /h 

[ HL ] FFE4 0000 -  

 

／ａ はＡＦ、 ／ｘ はＩＸ、 ／ｙ はＩＹレジスタ、 ／ｂ はＢＣレジスタを指定するのに使います。また ｕａ は裏レジス

タのＡＦ’を、 ｕｈ は裏レジスタのＨＬ’を指定するのに使います。 

この例のように、個別に指定したあと、［＋］［－］キーで順に表示させることもできます。 

 

個別指定のための入力コマンドと、それに対応するレジスタバッファの関係は以下の通りです。 

 

/a  AF 

/b  BC 

/d  DE 

/h  HL 

/s  SP 

/p  PC 

ra  brA 

rc  brC 

 

７．３ レジスタモードの終了 ［／］［０］ 

 

レジスタモードを終了して普通のキー操作に戻るには ［／］キーに続けて数字キーの［０］を入力します。 

 

[ IR ] FFD2 0000 - ra 

[ brA] FFF0 0000 - rc 

[ brC] FFF2 0000 - /0 

 

*** REGISTER mode end *** 

FFF2 0000 - [RD+] 
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FFF3 00FF - [RD+] 

 

８． ブレイク動作 

 

 ＮＤ８０Ｚモニタでは、ブレイクポイントとブレイクカウンタを設定することで、プログラムを任意のアドレスでブレイクさせ

たり、その後、ステップ動作をさせることができます（「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」２章 参照）。 

リモート接続でも、それと同じ動作をさせることができます。 

以下は操作例です。 

「ＮＤ８０Ｚモニタプログラム操作説明書」２章 で使ったのと同じプログラムを書いて、同じ操作をしてみます。 

実行前にディップスイッチＤＳ１の№４がＯＮ（ＳＴＥＰ側）になっていることを確認してください。 

 

logfile nd8080log\04241545.txt open 

 

ＮＤ８０８０に接続しました 

0001 0000 - 8000[ADRSSET] 

8000 FF00 - 3e[WR+]   ① 

8001 3EFF - 00[WR+] 

8002 00C3 - 3c[WR+] 

8003 3C00 - c3[WR+] 

8004 C380 - 02[WR+] 

8005 0200 - 80[WR+] 

8006 8021 - 8000[ADRSSET] ② 

8000 003E - [RD+] 

8001 3E00 - [RD+] 

8002 003C - [RD+] 

8003 3CC3 - [RD+] 

8004 C302 - [RD+] 

8005 0280 - [RD+] 

8006 8021 - /r   ③ 

*** REGISTER mode entry *** 

[ AF ] FFEA 0000 - ra    ④ 

[ brA] FFF0 0000 - 8002[WR+] ⑤ 

[ brC] FFF2 0000 - 32[WR+]  ⑥ 

[ AF ] FFEA 0000 - [RD-]  ⑦ 

[ brC] FFF2 0032 - [RD-] 

[ brA] FFF0 8002 - /0   ⑧ 

 

*** REGISTER mode end *** 

FFF0 8002 - 8000[ADRSSET]  ⑨ 

8000 003E - r [RUN]     ⑩ 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC  ⑪ 

3202 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

n [CONT]    ⑫ 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

3202 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

[RD+]     ⑬ 

8003 02C3 - [RD+] 

8004 C302 - n [CONT] ⑭ 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

3306 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

n [CONT] 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

3306 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

[RD+] 

8003 06C3 - 

 

①アドレス８０００から以下のプログラムを書きます。 
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８０００ ３Ｅ００   ＭＶＩ Ａ，００ 

８００２ ３Ｃ     ＩＮＲ Ａ 

８００３ Ｃ３０２８０ ＪＭＰ ＄８００２ 

 

②正しく書いたかどうか念の為確認します。 

③レジスタモードにします。 

④「ブレイクアドレス」を指定します。 

⑤「ブレイクアドレス」に８００２を書き込みます。 

⑥「ブレイクカウンタ」にブレイクまでのループ回数５０（１６進数３２）を書き込みます。 

［注記］ブレイクカウンタの値を００のままにしたときは、ブレイクアドレスを最初に１回実行したときにブレイクします。 

ブレイク後はステップ動作になります。 

⑦正しくセットされたか確認します。 

⑧レジスタモードを終了します。 

⑨⑩アドレス８０００をセットしてＲＵＮします。 

⑪ブレイクして、レジスタダンプ表示が行われます。 

Ａレジスタの値は３２（＝５０）、ＰＣ（プログラムカウンタ）はブレイクした次のアドレス８００３になっています。 

⑫［ｎ］キーを押すと、１ステップ実行され、次のレジスタダンプが行われます。 

以後は［ｎ］キーを押すたびに１ステップずつ実行され、レジスタダンプが行われます。 

⑬ステップ動作でレジスタダンプが行われているときに、［＋］［－］［．］［Ｅｎｔｅｒ］などのキーを使って自由にモニタ機能を

使うことができます。またレジスタモードにしてレジスタの値を書き換えることもできます。 

⑭ふたたび［ｎ］キーを押すと、さきほどの続きからステップ動作が行われます。 

 

９． トレース機能 ［／］［ｔ］ 

 

 トレースは上で説明したステップ動作を自動で行うものです。 

 ステップ動作はブレイク後に［ｎ］キーを押すたびに１ステップずつ実行されますが、トレース機能をＯＮにすると、１７ 

ステップを自動的に実行して、レジスタダンプ表示を行います。 

 ステップ動作の自動実行ですから、操作の仕方は、ブレイク動作の設定と同じです。 

 ディップスイッチＤＳ１の№４がＯＮ（ＳＴＥＰ）側になっていることを確認してください。 

 レジスタモードにして、プログラムのブレイクアドレスとブレイクカウンタをセットします。ブレイクカウンタを００にしておく

と、ブレイクアドレスを１回実行したときにブレイクして、それ以後はステップ動作になります。 

 

 トレース機能は、［／］キーに続けて［ｔ］キーを入力することでｏｎになります。 

 そのあとで［ｒ］キーまたは［ｎ］キーを押すと１７ステップ実行されて、レジスタダンプが行われます。 

 そのあとは普通のキー操作モードになります。 

 通常のキー操作やステップ動作がさせられます。 

 ［ｎ］キーを押すと１ステップ実行されます。 

続けてトレース実行をさせたいときは、ふたたび［／］［ｔ］を入力してトレースＯＮにしたあと、［ｎ］キーを押します。 

 

［注記］トレースＯＮになっているときに、［／］［ｔ］を入力すると、トレースＯＦＦになります。 

 

以下は操作例です。 

 

8003 06C3 - /r 

*** REGISTER mode entry *** 

[ AF ] FFEA 3306 - ra 

[ brA] FFF0 8002 - [RD+] 

[ brC] FFF2 0000 - /0 

 

*** REGISTER mode end *** 

FFF2 0000 - /t[TRACE SET] 

FFD1 0010 -  trace on 

8000[ADRSSET] 

8000 003E - r [RUN] 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0006 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0102 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 
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A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0102 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0202 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0202 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0306 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0306 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0402 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0402 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0506 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0506 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0606 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0606 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0702 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0702 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0802 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0802 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

n [CONT] 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0906 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

/t[TRACE SET] 

FFD1 0610 -  trace on 

n [CONT] 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0906 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0A06 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0A06 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0B02 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0B02 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0C06 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0C06 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0D02 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0D02 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0E02 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0E02 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000010 00 
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A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0F06 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

0F06 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

1012 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00010010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

1012 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00010010 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

1106 0000 0000 0000 F800 8003 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

A F  B C  D E  H L   SP   PC   IX   IY  A'F' B'C' D'E' H'L' I R  SZ H PNC BRC 

1106 0000 0000 0000 F800 8002 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0005 00000110 00 

^E 

0000 00C3 -  

リモート接続を終了しました 

logfile closed at Sun Apr 24 15:59:27 2016 
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［ｍｅｍｏ］ 


